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　2020年　7月27日　

牛乳及び加工食品（ヨーグルト、クリーム、デザートなど）の生産

２００７年　３月　１９日　（２００５年１２月１５日承認期間の変更）

１、エネルギー原単位の削減
     ① 貫流ボイラの更新による重油使用量の削減
     ② 蛍光灯照明LED化による電力削減
　　 ③ エア漏れ修理による電力量削減
２、廃棄物再資源化率維持向上
３、廃棄物量削減
     脱水汚泥の含水率の向上による削減

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 評 価 及 び 見 直 し の 内 容

環境方針に則り、貫流ボイラの更新、LED照明への更新等を実施し、環境負荷の低
減を図ったが、新型コロナの影響により原単位の削減目標は未達成となった。今
後も照明のLED化や冷媒R-22を使用している冷凍機、空調機を計画的に更新し、環
境負荷の低減を図り、環境保全・省エネ活動に努めていく。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

１ー①貫流ボイラの更新完了
１－②蛍光灯照明100灯LEDへの更新完了
２、石綿含有物を埋め立処分のため100％未達
３、脱水汚泥の含水率向上により（前年85.8％⇒85％）汚泥の排出量は、
前年比23ｔ削減となった

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

1､ エネルギー原単位の削減　81.49kl/千kl　前年比99.6 ％【未達成】
2、廃棄物再資源化率　　　　　　　　　　　　　　99.95％【未達成】
3、廃棄物発生率 目標値1214.23ｔに対し1091.2ｔ、前年比11％削減【達成】
　
原単位は1月までは順調に推移していたが、新型コロナウイルスの影響で
生産量が2月3月と減少したため原単位が悪化することとなった。
一方廃棄物量は学校給食の戻り紙パックが無くなり大幅な削減となった。
廃棄物の再資源化率は石綿含有物を処分により未達となった。

基 本 方 針

環境マネジメントシステム導入報告書

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

別紙、環境方針参照

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下
「目標」という。）

関係法規遵守状況は1年に1回確認を実施、環境内部、外部監査も定期的に実施さ
れており関係行政からの指導等も発生していない

ＥＭＳ９９９９０

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

認 証 番 号

適 用 範 囲

１、エネルギー原単位の削減　前年比１％削減 （81.10KL/ｔ以下）
２、廃棄物再資源化率維持向上　　　　100％維持
３、廃棄物量削減　　　　　　前年比１％削減（1,214.23ｔ以下）

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


